
令和３年度 第２回磐田市廃棄物減量化等推進審議会 会議録 

【日 時】 令和３年 10 月 27 日（水）午後１時 30 分～午後３時 

【会 場】 中遠広域粗大ごみ処理施設 ２階大会議室 

【出席者】 会 長 藤田 允 

副会長 伊藤 よし子 

委 員 玉田 文江    寺田 ヒサ子 

今泉 佳代    宮地 浩 

山本 壮志    伊藤 慎弥 

根津 康広    武藤 美恵 

                             順不同（10 名出席） 

（欠席：渡邉 カルロス、鎌田 俊己、鈴木 哲一） 

【事務局】 環境水道部長、ごみ対策課長 

ごみ対策課長補佐、審議会担当職員１名 

環境課職員２名、上下水道総務課職員２名 

【会議概要】 

 １ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 議事 

（１）磐田市一般廃棄物処理基本計画の素案について 

（２）その他報告事項 

 ４ 閉会 



【意見・質疑の主な内容】 

１ 開会 

<事務局> 皆様、こんにちは。磐田市ごみ対策課長の太田でございます。 

      本日は、お忙しいなか、お集まりいただきまして誠にありがとうご 

ざいます。日ごろは当市のごみ減量施策の推進に、ご理解とご協力を 

賜り厚くお礼申し上げます。本日は、はじめに審議会の会議をお願い 

し、その後施設見学を予定しています。 

本日は、基本計画の改定の審議をお願いするにあたり、関係課の 

環境課と上下水道総務課の職員も同席していますのでご承知下さい。 

本日、委員の半数以上が出席しておりますので、磐田市廃棄物の減 

量及び適正処理に関する条例施行規則第 25 条第２項によりまして、 

本会議が有効に成立していることを、ご報告申し上げます。審議会の 

進行については、条例施行規則第 25 条第１項により、会長が議長と 

なりますので、以後の議事進行につきましては、藤田会長よろしくお 

願いいたします。 

２ 会長挨拶 

<会長>   皆様におかれましては、お忙しい中、当審議会へご出席いただきあ 

りがとうございます。 

３ 議事 

（１）磐田市一般廃棄物処理基本計画の素案について 

   ≪事務局より説明≫ 

〈会長〉  本日欠席の委員から計画素案について事前にご質問が提出されて 

いますので、事務局より説明と回答をします。 

≪質問内容を事務局代読≫ 

家庭ごみの扱いとなる例えば「解体前残置物」等の運搬に関して、 

基本計画改定の際、抜本的な見直しが必要ではないかと考えます。 

市直営を基本とするのではなく、民間活力を利用して、「事業系一般 

廃棄物許可業者」は、それを取り扱えることとする取扱いの変更を検 

討するべきと考えます。市民の利便性や迅速性、市の持出経費等を総 

合的に勘案して見直し検討を期待します。 



〈事務局〉 意見については、県内の状況などを情報収集しながら、総合的に 

     検討していきます。 

≪質問内容を事務局代読≫ 

今後の新規許可の表現については、ただしの後「災害などの事由 

     により」は、削除すべきと考えます。災害廃棄物の処理については、 

     再委託を含め特例が設けられていますので、廃棄物量の増加をもっ 

て、業者数を増やすという考えはするべきではないと考えます。許 

可ですから、一旦それを増やしてしまうと片付け完了後の許可の扱 

いをどのようにするかで混乱が生じます。 

〈事務局〉 ご指摘の通り、非常災害時においては受託者が一般廃棄物の収集、 

運搬、処分等を再委託することが可能とされており、素案の表現で 

は混乱を生じる可能性があることから、表現の見直しを検討します。

〈会長〉  その他、計画素案ついて、ご質問があればお願いします。

〈委員〉   国や県と整合性を図って目標設定をしていますが、本市は全国平 

均よりも一人一日あたりのごみの排出量が少ない実態を考慮して目 

標設定をしたのかお聞きします。また、国が設定した目標を達成で 

きていない要因は何かお聞きします。 

〈事務局〉 １点目の目標設定の考え方です。市民の皆さんのご協力により、 

     本市は一人一日あたりのごみ排出量が県内10万人以上の市では３番 

     目に少ない状況です。今後も分別等を継続し、現計画で達成できなか 

った 10％減の目標を改めて設定しています。 

２点目の目標達成できていない要因です。全国的にも本市におい 

ても事業系ごみが景気動向によって増加してきたことが要因と考え 

     ています。 

〈委員〉  昨年来、コロナの影響でごみ排出量が増加しているとの説明があ 

りましたが、コロナの影響もずっと続くわけではないと思います。 

     それを反映した目標値を設定しているのですか。 

〈事務局〉 令和２年度のごみ排出量はコロナの影響で若干増加していますが、 

現在は減少傾向にあるので、令和２年度を基準として 10％減の目標 



を設定しています。 

〈委員〉  ごみ排出量が少ないということは、３Ｒへの取組みがあると思い 

ますが、考えをお聞きします。 

〈事務局〉 ３Ｒの取組みの重要性に関しては、委員の皆さんからも様々な意 

見をいただいています。例えば、コンポストの補助金申請は、昨年 

も非常に件数が増えており、家庭ごみの自家処理を推進してごみの 

減量につながっています。また、新たに食品ロス削減にも取組み、 

キャンペーンを通じて事業系食品ロスを減らしていきたいと思いま 

す。 

〈委員〉  いわたＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ ＤＡＹはどのような取組みです 

か。 

〈事務局〉 本市が令和３年６月に「ゼロカーボンシティ」を表明したことに 

伴い、市役所における取組みとして、８月から月１回、第３金曜日 

に実施しています。具体的な活動として、従来からの取組みである 

「ノーカーデー」に加え、ペットボトルを使用しない「マイボトル」 

の取組み、自宅や市役所周辺のごみ拾いを 10 分間行う取組み等を実 

施しています。更に、本庁舎や支所等７施設において、地産地消の 

再生可能エネルギーの電力使用に取り組んでいます。 

〈委員〉  資源化率が下がっている要因は何ですか。 

〈事務局〉  民間の資源物回収拠点の整備が進み、地域団体が実施する古紙等 

の集団資源回収量が減少傾向にあることが要因と考えています。

〈委員〉   新たな取組みの中の、高齢者世帯へのごみ出し支援の実施につい 

て具体的に教えて下さい。 

〈事務局〉 現在、粗大ごみの戸別収集については有料により直営収集とする 

     ことを基本としています。冒頭のご質問にもあった民間業者による 

     収集も可能にすることを検討してはとの提案がありましたが、先行 

     している他の自治体の状況も調べて、新たな計画の中で検討してい 

     きたいと考えています。 



〈会長〉   粗大ごみは市で、小さなごみは社会福祉協議会のせいかつ応援倶 

楽部で対応してもらえるので、よろしくお願いします。 

〈委員〉   一人一日あたりのごみ排出量の目標値の 667ｇを１ｇ削減し、過 

去１番少なかった平成 25 年度の 666g にするのはどうでしょうか。 

〈事務局〉  検討し、次回の審議会で報告させていただきます。 

〈委員〉   食品ロス削減キャンペーン参加店舗 25 店をどのように決めたの 

     ですか。 

〈事務局〉 平成 21 年に「レジ袋削減に向けた取組みに関する協定」を締結 

     しました。市民の皆さんや事業者の協力で、レジ袋の辞退率が 90％ 

     を超え、一定の成果を得られたため、次の展開として同じ枠組みで６ 

     月 30 日に「食品ロス及びプラスチックごみの削減に向けた取組みに 

     関する協定」を締結し、その中の 25 店に参加いただいています。

〈委員〉  令和 13 年度に資源化率 28.0％を達成するための具体的な取組み 

     について教えて下さい。 

〈事務局〉 現在、最終処分場に埋め立てている磐田市クリーンセンターで発 

     生した焼却灰を資源化することで、資源化率の向上を目指していき 

たいと考えています。 

〈委員〉  小中学生を対象にしたごみ分別会や施設見学を引き続き実施する 

とのことですが、対象を幼稚園や保育園まで拡充していけば、小さ 

い時から遊びの中で分別等を自然に身につけていくと思います。 

〈事務局〉 検討していきます。 

〈委員〉   シニアクラブでは会議の度にペットボトルの飲み物が出されます 

が、マイボトルを持参してもらう良い案はありますか。 

〈事務局〉  今年スタートした、いわたＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ ＤＡＹの中 

     で職員がマイボトルを持参することで、ペットボトルを減らす取組 

     みがあります。地道に啓発して、少しでもペットボトルを減らしたい 



     と思います。委員の皆さんも、関係団体で啓発に協力していただき 

     市全体でペットボトルやプラスチックごみが減るようご協力をお願 

いします。 

〈委員〉  素案の基本方針にある３Ｒを県で推奨する６Ｒにできない理由を 

教えて下さい。 

〈事務局〉 静岡県が今年度見直している静岡県循環型社会形成計画の基本理 

念も３Ｒの推進であり、循環型社会を目指すにはまず３Ｒが基本と 

いう考え方です。本市としても循環型社会を目指すにあたり、市民に 

分かりやすい３Ｒを基本とし、その取組みの一環である海洋プラス 

チック削減について県の６Ｒを参考にして取り組むよう考えていま 

す。 

〈委員〉  公共施設の自動販売機ではペットボトルをたくさん販売していま 

     すが、ペットボトルを一斉にアルミ缶に変えた店舗もあります。こ 

     のようなことも検討をお願いします。 

〈事務局〉 本市は６月にゼロカーボンシティを宣言したので、できることから 

検討し、取り組んでいきたいと考えています。

（２）その他報告事項 

 ≪今後の予定について事務局より説明≫ 

<会長>   本日の議案審議は全て、これで終了しました。 

<事務局>  以上を持ちまして、令和３年度第２回審議会を終了いたします。 

本日はありがとうございました。 

４ 閉会 


